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表 2 国際競争力ランキングにおけるアジアのトップ５国・地域 

 WEF（2012 年） IMD(2013 年) 

1 位 シンガポール(2) 香港(3) 

2 位 香港（9） シンガポール(5) 

3 位 日本(10) 台湾(11) 

4 位 台湾（13） マレーシア(15) 

5 位 韓国(19) 中国(21) 

上記で国・地域の次のカッコ内は世界全体のランキングでの順位、IMD の日本は 24 位（アジア 7 位） 

 

国際競争力のランキング（表 2）も、世界経済フォーラム（WEF）によるものが世界 2

位、アジア首位、国際経営開発協会（IMD）によるものが世界 4 位、アジア 2 位となって

いる。シンガポールの強みをは、WEF の調査では、知的財産権の保護も含めた諸制度や各

種インフラの充実、教育水準の高さ、市場全般・労働市場の効率性の高さ、金融市場の発

達などとなっている。また IMD の調査では、政府の効率性とビジネスの効率性に関する評

価が特に高い（日本については、これら事項の評価が低く全体のランキングの制約要因と

なっている）。 

さらに国際的なビジネスの共通言語である英語の能力や通用度の高さでも知られており、

TOEFL スコア（内閣「グローバル人材育成推進会議」資料所収）においても、世界 3 位、

アジア首位（98 点：120 点満点）にランクされている（日本は 70 点で、世界 135 位、ア

ジア 27 位）。このような環境の中、世界の一流校のキャンパス誘致にも成功しており、例

えば世界的に著名な経営大学院である米シカゴ大、INSEAD（インシアード、本校フラン

ス）がアジア初のキャンパス（MBA）を設置し、米エール大も、2013 年にシンガポール国

立大と提携して初の海外校を開設する予定である。先端技術の研究者、科学者、研究者な

どの高度人材を積極的に獲得するための受入れ制度を構築し実績を挙げている。 

他方、観光業の分野でも 観光インフラの整備や、MICE（会議・研修・セミナー、企業

の報奨旅行、国際会議、展示会）やカジノ誘致などを含めた政策により同国を訪れる観光

客数は、特にカジノ併設の総合施設の多くが開業した 2010 年以降増加傾向にあり、2011

年は 1317万人と対前年 13.2%の伸びとなり、観光収入は223億シンガポールドル（同 17.7%

増）となっている（日本への海外からの観光客数は 2011 年 622 万人、2012 年 837 万人）。 

 ここでシンガポールが外資企業・投資の誘致や高度人材の獲得に関して有する強みをま

とめてみると、外資（地域統括本部を含む）への優れた優遇政策、17％の法人税率や、キ

ャピタルゲイン・受取配当金の非課税、外貨管理の自由度の高さ、オフショア市場として

の整備など国際金融センターとしての強み、空港・港湾・IT などのインフラ整備、法制度

の透明性・整備、治安・衛生面の安心、東南アジアの中心でインド等へのゲートウェイと

なる立地、英語の通用度、多国籍の有能な人材の集積といった事項が挙げられよう。 




